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次回３月１日号に掲載します。ご了承ください。

こと ほ



２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
｢１
日
数

分
の
作
業
で
月
に
数
百
万
円
を
稼
ぐ
｣

｢○
万
円
が
○
億
円
に
な
る
投
資
法
｣と

い
っ
た
お
金
も
う
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
売

買
す
る
情
報
商
材
に
関
連
す
る
相
談
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
消
費
者
を
惑
わ
せ
る
手
口
が
巧
妙
化
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
。
悪
意
の
あ
る
事
業
者
は
、
あ
の
手
こ
の

手
で
、
そ
の
心
理
を
揺
さ
ぶ
り
に
か
か
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
の
中
か
ら
、
｢怪
し
い
も
う
け
話
｣｢偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告

画
面
｣｢子
ど
も
の
ス
マ
ホ
ト
ラ
ブ
ル
｣に
つ
い
て
の
事
例
に

沿
っ
て
、
知
っ
て
お
き
た
い
心
構
え
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

簡
単
に
も
う
か
る

う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
！

情
報
商
材
は
、
電
子
媒
体
(Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
な
ど
)で
取
り
引
き
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
手
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら

れ
る
副
業
や
投
資
の
も
う
け
話
な
ど
、

う
ま
い
話
に
は
要
注
意
で
す
。

【
相
談
事
例
】

ネ
ッ
ト
で
｢誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
作

業
で
、
１
日
10
万
円
稼
げ
る
方
法
を
今

な
ら
１
万
円
で
教
え
ま
す
！
｣の
見
出
し

に
誘
わ
れ
、
１
万
円
コ
ー
ス
の
情
報
商

材
を
購
入
し
た
。

数
日
後
、
事
業
者
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
｢高
額
コ
ー
ス
は
さ
ら
に
簡
単
に
稼

げ
て
、
す
ぐ
に
元
が
取
れ
る
。
契
約
す

る
と
、
未
公
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
特
別
に

教
え
る
し
、
命
が
け
で
サ
ポ
ー
ト
も
す

る
｣と
説
明
さ
れ
た
。
迷
っ
て
い
る
と
、

威
圧
的
に
迫
ら
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
追

加
で
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
ノ
ウ
ハ
ウ
ど
お
り

の
作
業
を
し
て
い
る
の
に
全
然
も
う
か

ら
ず
、
そ
の
上
ま
っ
た
く
サ
ポ
ー
ト
も

な
い
の
で
、
事
業
者
に
解
約
と
返
金
を

求
め
た
が
断
ら
れ
た
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

◆
情
報
商
材
は
、
契
約
前
に
中
身
を
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
怪
し

い
と
思
っ
た
ら
、
安
易
に
事
業
者
に

連
絡
し
な
い
こ
と

◆
高
額
な
契
約
の
勧
誘
や
、
話
が
違
う

と
思
っ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る

後
か
ら
高
額
な
契
約
を
勧
め
ら
れ

た
、
広
告
に
は
な
か
っ
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
契
約
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入

を
勧
め
ら
れ
た
な
ど
、
話
が
違
う
と
思

っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
高
額
決
済

や
借
金
を
し
て
ま
で
契
約
し
な
い

高
額
な
支
払
い
の
た
め
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
借
金
を
勧
め
ら
れ
、
す
ぐ
に
元
が

取
れ
る
か
ら
大
丈
夫
と
言
わ
れ
て
も
、

安
易
に
契
約
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

｢お
金
が
な
い
｣と
断
る
と
、
事
業
者
に

前
述
の
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
た
め
、
断

る
と
き
は
｢契
約
は
し
な
い
｣と
は
っ
き

り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

◆
不
安
に
思
っ
た
ら

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
担
当
へ

契
約
の
取
り
消
し
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
な
ど
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥

!?

　
　

(広
告
の
例
)
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
中
に
、
突
然
、
｢ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
｣な
ど
の
警
告
画
面

を
表
示
さ
せ
、
消
費
者

を
慌
て
さ
せ
る
の
は
、

悪
質
業
者
の
手
口
の
一

つ
。
警
告
画
面
が
出
て

も
、
決
し
て
慌
て
ず

に
、
冷
静
な
対
応
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
事
例
】

ネ
ッ
ト
検
索
中
に
、
突
然
｢ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
｣と
の
警
告
が
…
。
大
手
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
会
社
の
ロ
ゴ
と
思

わ
せ
る
表
示
も
あ
り
、
記
載
さ
れ
て
い

る
電
話
番
号
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
遠

隔
操
作
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
指

示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
情
報
の
入
力
を
求
め
ら
れ
、
た
め

ら
う
と
、
｢今
す
ぐ
対
処
し
な
い
と
危

険
｣と
言
わ
れ
入
力
。
そ
の
後
、
１
時
間

操
作
し
、
結
局
｢３
年
間
の
サ
ポ
ー
ト
契

約
を
含
め
10
万
円
｣と
説
明
さ
れ
た
。

数
時
間
後
、
同
じ
事
業
者
ら
し
き
人

か
ら
｢ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を
防
ぐ
た
め
、

６
万
円
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
が
必

｢ウ
イ
ル
ス
に
感
染
｣

慌
て
な
い
で

冷
静
な
対
応
を

要
｣と
電
話
が
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
が
、
冷
静

に
な
っ
て
考
え
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
に
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
す
で
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
い
て
、
脅
威
の
報
告
も

な
い
。
だ
ま
さ
れ
た
と
思
う
の
で
解
約

し
た
い
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

◆
警
告
画
面
を
う
の
み
に
せ
ず
、
慌
て

て
連
絡
や
契
約
を
し
な
い

警
告
画
面
が
偽
モ
ノ
と
考
え
ら
れ
る

場
合
は
画
面
を
閉
じ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
そ
の
判
断
が
つ
か
な
い
と
き
は
、

｢Ｉ
Ｐ
Ａ
(独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
)情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談

窓
口
｣へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

https://w
w
w
.ipa.go
.jp/

security/anshin/

◆
不
安
に
思
っ
た
ら

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
担
当
へ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
な
ど
の
解
約

は
、
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
事
業

者
か
ら
届
く
メ
ー
ル
に
、
そ
の
旨
が
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ま

ず
は
そ
れ
を
参
考
に

解
約
を
申
し
出
ま
し

ょ
う
。

解
約
方
法
が
分
か

ら
な
い
、
解
約
で
き

な
い
と
き
な
ど
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
中
学
生
か
ら
の
相
談
事
例
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
｢お
悩
み
相
談
に

の
っ
て
小
遣
い
を
も
ら
お
う
｣と
い
う
サ

イ
ト
広
告
が
目
に
と
ま
り
登
録
し
た
。

男
性
の
相
談
に
何
度
か
メ
ー
ル
で
応
じ

た
後
、
｢お
礼
の
80
万
円
を
支
払
う
に
は

連
絡
先
の
交
換
が
必
要
だ
が
、
サ
イ
ト

の
ロ
ッ
ク
解
除
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

買
う
必
要
が
あ
る
｣と
連
絡
を
受
け
、
母

親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
無
断
で
持

ち
出
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し
た
。

何
度
も
解
除
に
失
敗
し
て
、
結
局
25

万
円
も
使
っ
た
が
、
お
礼
の
お
金
は
も

ら
え
て
い
な
い
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

【
子
ど
も
･ご
家
族
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

◆
子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
使
い

方
に
つ
い
て
、
家
族
内
で
よ
く
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

◆
簡
単
な
や
り
と
り
で
、
見
知
ら
ぬ
人

か
ら
お
金
が
も
ら
え
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

一
度
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻

す
の
は
と
て
も
困
難
で
す
。
そ

う
な
る
前
に
、
不
安
に
思
っ
た

ら
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
消
費
生

活
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
ス
マ
ホ

ト
ラ
ブ
ル
も

後
を
絶
ち
ま
せ
ん

￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥
!?

実
際
の
偽
警
告
画
面

(一
部
加
工
)

!?
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１
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、
東
京
ド
ー
ム
で

｢ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
９
〜
日
本
の
ま

つ
り
･故
郷
の
味
〜
｣が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
や
高
知
よ
さ

こ
い
祭
り
、
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
な

ど
、
日
本
各
地
の
お
祭
り
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
ご
当
地
グ
ル
メ

な
ど
、
約
300
も
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
連
日

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

秋
田
竿
燈
ま
つ
り
は
、
首
都
圏
で
の
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
10
年
連
続
で
出
演
！
 今
回
も
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
演
技
と
軽
快
な
お
囃
子
を
披
露

し
、
ス
タ
ン
ド
の
大
観
衆
か
ら
拍
手
喝
采
を

浴
び
る
と
と
も
に
、
秋
田
に
観
光
で
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
８
月
の
ま
つ
り

本
番
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

たくさんの食･物産がズラリ！
大にぎわいの秋田県ブース

｢どっこいしょ！｣のかけ声が
ドーム内に響き渡りました

宝島社発行の｢田舎暮らしの本2019年２

月号｣において、秋田市が｢住みたい田舎ベ
ストランキング｣の東北エリア総合部門２位、全国ランキングの
｢大きなまち部門｣総合部門５位の評価をいただきました！

平成30年度の秋田市への移住者は、72世帯160人(２月１日現
在)です。ぜひ、県外にお住まいのご家族やご友人に〝秋田市暮
らし〟のPRをお願いします！

【問】企画調整課移住促進担当☎(888)5487

秋田駅東上空から日本海を望む

市政トピックス

秋田市への
移住者増加中！

＊15ページに掲載しているシリーズ｢ちょうどいいから住みやすい｣もチェックを！

東
京
ド
ー
ム
に

稲
穂
が
揺
れ
た
！

東
京
ド
ー
ム
に

稲
穂
が
揺
れ
た
！
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１
月
18
日
、
市
役
所
で
、
平
成
30
年
度
社
会

福
祉
功
労
者
･ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す

る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。

い
ず
れ
も
、
長
年
に
わ
た
る
市
の
社
会
福

祉
推
進
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
７
人
、

２
団
体
の
み
な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
功
労
】
(か
っ
こ
内
は
勤
務
先
)

■
民
生
委
員
･児
童
委
員

岩
谷
文
子
さ
ん
、
中
村
南
海
子
さ
ん

■
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
等

佐
々
木
悦
子
さ
ん
(障
害
者
支
援
施
設
雄
高

園
)、
越
後
谷
 武
さ
ん
(社
会
福
祉
法
人
晃

和
会
)、
澤
田
修
明
さ
ん
(社
会
福
祉
法
人

一
羊
会
)、
攝
津
良
二
さ
ん
(障
害
者
支
援

施
設
竹
生
寮
)

■
福
祉
事
務
所
等
職
員

伽
羅
谷
 浩
さ
ん
(秋
田
市
福
祉
事
務
所
)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

▼
団
体
｢コ
ー
ジ
ー
サ
ー
ク
ル
｣

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

高
齢
者
向
け
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

▼
団
体
｢す
ば
る
｣

秋
田
県
点
字
図
書
館
を
拠
点
と
し
、
点

訳
作
業
を
長
年
に
わ
た
り
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

＊
上
の
写
真
は
伝
達
式
に
出
席
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と

穂
積
市
長
(前
列
中
央
)で
す
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
で
は
、
事
業
所

に
防
災
要
員
や
消
防
車
両
な
ど
を
備
え
た
自

営
防
災
組
織
が
置
か
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
｢石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お

け
る
自
衛
防
災
組
織
の
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
｣

で
、
秋
田
地
区
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別

防
災
区
域
協
議
会
(秋
田
地
区
防
災
セ
ン
タ

ー
)が
奨
励
賞
(消
防
庁
長
官
表
彰
)を
受
賞
し

ま
し
た
(右
の
写
真
)。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
な
ど
の
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
全
国
か

ら
42
チ
ー
ム
が
参
加
。
競
技
は
、
石
油
貯
蔵

タ
ン
ク
火
災
を
想
定
し
た
も
の
で
、
隊
員
の

統
率
さ
れ
た
行
動
や
資
機
材
の
安
全
確
実
な

操
作
、
取
り
扱
い
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
(８
２
３
)４
２
４
７

規律ある動作と
チームワークのとれた
活動が評価されました

秋
田
･酒
田
交
流
事
業
＝
観
光
･文
化
･ス
ポ
ー
ツ
で

の
、
両
市
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

社会福祉への
貢献に対し
厚生労働大臣表彰
【問】福祉総務課☎(888)5657

｢秋
田
･酒
田
交
流
事
業
｣の
一
環
と
し
て
、

１
月
27
日
、
茨
島
体
育
館
で
、
秋
田
市
と
酒
田

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
で
交
流
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
20
チ
ー
ム
に
分
か
れ
成
績
を

競
い
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
、
楽
し
げ
な
歓

声
や
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
ヤ
ジ

●

●

が
飛
び
交
い
、

終
始
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
和�

�

や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
】
観
光
振
興
課
☎
(８
８
８
)５
６
０
２

フロアカーリングで笑顔の交流 ＼(^O^)／



秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
を
対
象
に
、
立
候
補
に
必
要

な
手
続
き
や
、
選
挙
運
動
費
用
の
公
費

負
担
制
度
、
今
回
の
選
挙
か
ら
改
正
と

な
る
事
項
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
も
な
改
正
事
項
】
議
員
定
数
(39
人

→
36
人
)、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
費

用
に
関
す
る
公
費
負
担
制
度

日
時
▼

２
月
17
日
(日)
午
後
２
時
〜
４
時

(受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜
)

会
場
▼

文
化
会
館
５
階
大
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
(８
８
８
)５
７
８
６

都
市
公
園
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
間

事
業
者
が
飲
食
店
な
ど
を
設
置
し
、
管

理
を
行
う
｢Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

(公
募
設
置
管
理
制
度
)｣が
創
設
さ
れ

る
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
公
園
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
千
秋
公
園
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
れ
に
先
立
ち
市
民
や
事
業
者
な

ど
を
対
象
に
、
同
制
度
や
事
例
紹
介
な

ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
官
民
連

携
に
よ
る
公
園
の
活
性
化
に
関
心
の
あ

る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

３
月
22
日
(金)
午
後
２
時
〜

会
場
▼

市
役
所
５
階
の
第
３
･第
４
委
員

会
室

申
し
込
み
▼

公
園
課
(市
役
所
４
階
)に
あ

る
申
込
書
(市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
)を
２
月
18
日
(月)
か

ら
３
月
20
日
(水)
ま
で
、
公
園
課
へ
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
 ro-u
rp
c@
city.akita.akita.jp

■
広
報
ID
番
号
 １
０
１
８
７
０
２

●
問
い
合
わ
せ
　

公
園
課
☎
(８
８
８
)５
７
５
３

今
年
度
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
か
た
の

助
成
は
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

対
象
▼

秋
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次

の
①
か
②
に
該
当
す
る
か
た

＊
昨
年
４
月
に
は
が
き
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

①
平
成
31
年
３
月
31
日
時
点
で
、
65
･

70
･75
･80
･85
･90
･95
･100
歳
の
か
た

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
か
た

接
種
料
金
(自
己
負
担
額
)▼
医
療
機
関

の
接
種
料
金
か
ら
市
の
助
成
額
(市
民

税
課
税
世
帯
は
４
千
962
円
、
非
課
税
世

帯
は
５
千
962
円
)を
差
し
引
い
た
額
。

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

接
種
方
法
▼

健
康
保
険
証
な
ど
、
生
年

月
日
が
わ
か
る
も
の
と
市
か
ら
届
い
た

は
が
き
を
持
っ
て
、
市
と
契
約
し
た
医

療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前

予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　

健
康
管
理
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
９

各
手
当
は
認
定
基
準
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
支
給
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
い
ず

れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
▼

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
中

程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
か
た

支
給
額
(月
額
)▼
１
級
(重
度
)…
５
万
１

千
700
円
、
２
級
(中
度
)…
３
万
４
千
430
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
▼

20
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
級
程
度
か
療
育
手
帳

の
お
お
む
ね
Ａ
程
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
お
子
さ
ん

支
給
額
(月
額
)▼
１
万
４
千
650
円

【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
▼

20
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
〜
２
級
程
度
の
障
が

い
が
重
複
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
か
た

支
給
額
(月
額
)▼
２
万
６
千
940
円

＊
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
で
な
く
て
も
、
同
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
か
た
は
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
施
設
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
･障
害
児
福
祉

手
当
･特
別
障
害
者
手
当
･福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

受
給
し
て
い
る
か
た
の
住
所
が
変

わ
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
入
所

し
た
場
合
や
、
病
院
、
老
人
保
健
施

設
な
ど
へ
継
続
し
て
３
か
月
を
超
え

る
入
院
を
し
た
場
合
は
、
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給

し
て
い
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎
(８
８
８
)５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
(８
８
８
)５
６
６
４

文中の｢広報ID番号｣を、
秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると
当該ページへ移行します

秋田市ホームページ https://www.city.akita.lg.jp

｢広報ID番号｣をここに入力！

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

６

各
種
手
当
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

民
間
の
活
力
に
よ
り

千
秋
公
園
の
魅
力
向
上
を

秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
▲

予
防
接
種
は
お
早
め
に



平
成
31
年
度
の
児
童
手
当
と
子
ど
も

福
祉
医
療
関
係
の
書
類
を
送
る
封
筒
に

掲
載
す
る
、
広
告
の
入
札
参
加
者
を
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
子

ど
も
総
務
課
(市
役
所
２
階
)へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号
 １
０
１
８
７
３
０

①
児
童
手
当
用
封
筒

印
刷
物
の
種
類
と
作
成
枚
数

…
現
況
届
送
付
用
封
筒
２
万
１
千
枚

…
認
定
通
知
書
等
送
付
用
封
筒
２
万
枚

広
告
サ
イ
ズ
…
70
㍉
×
170
㍉
以
内

②
子
ど
も
福
祉
医
療
用
封
筒

印
刷
物
の
種
類
と
作
成
枚
数

…
受
給
者
証
更
新
申
請
書
送
付
用
封
筒

１
万
９
千
枚

…
受
給
者
証
送
付
用
封
筒
２
万
枚

広
告
サ
イ
ズ
…
78
㍉
×
170
㍉
以
内

■
入
札
■
■
■

子
ど
も
総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
入
手
し
、
２
月
15

日
(金)
か
ら
３
月
８
日
(金)
ま
で
、
必
要
書

類
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

３
月
20
日
(水)
。
①
は
午
前
10
時

〜
、
②
は
午
前
10
時
30
分
〜

会
場
▼

市
役
所
２
階
２
‐
Ｃ
会
議
室

問
い
合
わ
せ
▼

子
ど
も
総
務
課

①
は
☎
(８
８
８
)５
６
８
９

②
は
☎
(８
８
８
)５
６
９
１

７ 広報あきた　2019(平成31)年２月15日号

児
童
手
当
な
ど
の
書
類
を

送
る
封
筒
の
広
告
を
募
集

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
、
地
域
社
会
全
体
が

お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣を
推
進
し
て
い

ま
す
。

乗
り
物
で
席
を
譲
っ
た
り
、
扉
の
開
け

閉
め
を
手
伝
っ
た
り
な
ど
、
誰
も
が
で
き

る
小
さ
な
気
遣
い
が
大
切
で
す
。
一
人
一

人
が
相
手
を
思
い
や
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
小
学
校
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催

市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
12
の
小
学
校

で
、
高
齢
者
･障
が

い
者
の
疑
似
体
験
や

介
助
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

◆
多
機
能
ト
イ
レ
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

近
年
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
な

ど
で
、
車
い
す
を
使
用
す
る
か
た
な
ど
が

利
用
で
き
る
｢多
機
能
ト
イ
レ
｣が
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
機
能
を
真

に
必
要
と
す
る
か
た
以
外
の
利
用
も
増
え

て
い
ま
す
。
一
般
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る

か
た
は
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
長
時
間
利
用

を
控
え
る
な
ど
、
利
用
マ
ナ
ー
向
上
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
｢車
い
す
等
マ
ー
ク
｣の
つ
い
た

駐
車
区
画
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

障
が
い
者
や
要
介
護
者
、
妊
産
婦
な
ど
に

利
用
証
を
交
付
し
、
駐
車
区
画
の
適
正
利
用

を
図
る
｢障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
制

度
｣を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
マ

ナ
ー
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
か
た
は
、
制
度
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
｢障
害
者
等
用
駐
車

区
画
｣の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
秋
田
県
地
域
･家
庭
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
を
。
☎
(８
６
０
)１
３
４
２

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
▼

３
月
25
日
(月)
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
▼

市
役
所
５
階
第
３
･第
４
委
員
会
室

議
題
は
｢秋
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
｣に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
傍
聴

は
先
着
10
人
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

都
市
計
画
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
４

【利用証】

車いす使用者用
(青色)

車いす使用者以外用
(緑色)

みほん みほん

(国土交通省ホームページ画像データを加工して作成)

＊
上
の
写
真
は
、
介
助

を
受
け
な
が
ら
階
段

を
上
が
る
児
童
。

介助のために異性同伴で
入れるトイレが必要

ベ
ビ
ー
カ
ー
で

入
れ
る
広
さ
が
必
要

介
助
の
た
め
に

ベ
ッ
ド
が
必
要

人工肛門などを
ケアする
設備が必要

広いスペースや
手すりが必要



８

大
森
山
動
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
｢た
い
よ
う
の
会
｣で
は
、
４

月
か
ら
、
園
内
の
案
内
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る

か
た
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
高
校
生
以
上
で
、
日
曜
･祝

日
の
都
合
が
良
い
と
き
に
活
動
で
き

る
か
た
。
報
酬
や
交
通
費
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
服
、
名
札
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
を
動
物
園
で
準
備
す

る
ほ
か
、
活
動
時
は
自
由
に
入
園
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
▼

３
月
15
日
(金)
ま
で
に
動

物
園
へ
。
☎
(８
２
８
)５
５
０
８

鍛
錬
を
重
ね
た
練
習
場

に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

教
え
て
ネ

地
域
の
話
題足

が
凍
え
る
寒
い
冬
も
、
汗
が

噴
き
出
る
暑
い
夏
も
、
｢東�

�

昇
�
�
�

剣�
�

金
足
道
場
｣の
ち
び
っ
こ
剣
士
た
ち

は
、
金
足
地
域
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
を
練
習
場
と
し
て
日
々
鍛
錬
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
が
建
替
工
事

に
取
り
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
１
月

11
日
、
こ
こ
で
の
最
後
の
練
習
日
に
、

現
役
メ
ン
バ
ー
、
そ
れ
に
道
場
の
Ｏ

Ｂ
･Ｏ
Ｇ
が
、
ホ
ー
ル
の
壁
に
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
ま
し
た
。

旧
金
足
東
小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
前
身
と
す
る
同
道
場
が
掲
げ
る

目
標
は
〝
ど
ん
な
こ
と
に
も
諦
め
な
い

で
や
り
抜
く
こ
と
〟
。
常
に
上
を
め
ざ

す
姿
勢
が
、
｢全
国
｣｢金
メ
ダ
ル
｣と
い

っ
た
頼
も
し
い
文
字
に
力
強
く
表
れ
て

い
ま
し
た
。

地
元
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
き

た
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
に
｢金
足

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(仮

称
)｣と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で

す
。
ち
び
っ
こ
剣
士
た
ち
も
、
そ
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

手

＊
３
月
17
日
(日)
午
前
10
時
〜
11
時
に
入
会

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
説
明
会
後
に
入

会
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

思い思いに一筆！ 練習にも熱が入ります

OB･OGとみんなで記念に！ ｢全国｣｢金メダル｣と、頼もしい言葉も

品
格
と
由
緒
あ
る

お
ひ
な
様
に
う
っ
と
り

◆如斯亭庭園 ひな祭り展
３月10日(日)まで開催中！

【入園時間】9:30〜16:00
【入園料】200円(高校生以下無料)
【問】佐竹史料館☎(832)7892

ま
も
な
く
迎
え
る
桃
の
節
句
に
合
わ

せ
、
旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
(如�

�

斯�

亭�
�

)庭
園
で
は
、
現
在
、
ひ
な
祭
り
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

室
内
に
飾
ら
れ
て
い
る
の
は
、
江
戸

時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
人
形
師
｢桃�

�

柳�
�
�

軒�
�

玉�
�
�

山�
�

｣が
制

作
し
た
ひ
な
人
形
。
品
格
あ
る
表
情
だ

け
で
な
く
、
装
飾
も
精
巧
で
、
時
間
を

忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
そ
う
…
。

ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤
の
着
物
が
可
愛
ら
し
い
女
び
な
。

表
情
も
り
り
し
い
男
び
な
ー
。
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●
１
月
18
日
号
表
紙
の
ラ
イ
オ
ン
の

赤
ち
ゃ
ん
、
と
っ
て
も
可
愛
い
で

す
。
担
当
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
動

物
の
写
真
撮
る
の
っ
て
す
ご
く
難

し
い
で
す
よ
ね
。
わ
た
し
も
２
月

中
に
、
家
族
と
雪
の
動
物
園
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
！

(あ
ん
こ
　
27
歳
･土
崎
港
)

●
四
つ
子
の
ラ
イ
オ
ン
ち
ゃ
ん
、
写
真

の
時
よ
り
だ
い
ぶ
大
き
く
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
ね
。
春
に
な
っ
た

ら
会
い
に
い
き
ま
す
！

(茶
た
ろ
う
の
マ
マ

65
歳
･寺
内
)

●
｢あ
り
が
と
う
の
ダ
リ
ア
｣、
い
い
で

す
ね
。
忙
し
い
マ
マ
に
や
さ
し
い

気
持
ち
も
届
け
て
く
れ
そ
う

(ま
る
み
　
57
歳
･河
辺
)

●
わ
が
家
に
も
受
験
生
が
い
る
の

で
、
｢大
森
山
動
物
園
の
合
格
し
お

り
｣欲
し
い
な
と
思
い
ま
し
た

(Ａ
Ｋ

44
歳
･将
軍
野
)

●
な
か
い
ち
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
初
め
て
見
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
と
て
も
寒
い
日
で
し
た
が
、
色

と
り
ど
り
の
光
が
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
近
く
の
教
会

の
鐘
の
音
が
鳴
り
、
幻
想
的
な
感
じ

で
し
た
(ス
ワ
ン

45
歳
･旭
南
)

●
二
女
の
成
人
式
が
無
事
に
終
わ
り

ま
し
た
。
お
天
気
も
良
く
、
み
ん
な

笑
顔
で
可
愛
か
っ
た
で
す
！
  三
女

の
時
も
お
天
気
が
良
け
れ
ば
い
い

な
ぁ
(り
ん
ま
ま
　
45
歳
･大
町
)

●
健
康
ラ
イ
フ
太
鼓
判
で
、
｢脂
肪
(体

脂
肪
)１
㌔
㌘
は
約
７
千
㌔
カ
ロ
リ

ー
。
１
日
に
235
㌔
カ
ロ
リ
ー
減
ら

す
と
１
か
月
で
体
重
１
㌔
㌘
減
ら

せ
ま
す
｣と
書
い
て
い
ま
し
た
。
バ

ニ
ラ
ア
イ
ス
１
個
分
を
毎
日
我
慢

し
て
、
１
か
月
で
１
㌔
㌘
減
。
そ
れ

し
か
減
ら
な
い
の
か
ぁ
な
ど
と
思

っ
て
し
ま
い
、
だ
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト

で
き
て
い
な
い
ん

で
し
ょ
う
ね
…

(ち
び
ま
ま
　

42
歳
･将
軍
野
)

ち
ょ
っ
と
一
息

読
者
の
伝
言
板

広報
クイズ
広報クイズは、毎月第３金曜日発

行号に掲載しています。正解したか
たの中から抽選で10人に図書カー
ド1,000円分を差し上げます。

広報あきたや市政テレビ番組の感
想などを添えて、ご応募ください。

＊答えは広報あきた２月１日号･15日号
の記事中から探してね♪

応募方法(抽選は１人１件です)

はがき、FAX、Eメールに、｢広報ク
イズ｣と明記し、答えと住所、氏名
(ふりがな)、年齢、電話番号を書い
て、２月21日(木)(必着)まで、
〒010-8560 秋田市役所広報広聴課
FAX(888)5472
Eメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

＊採用された際、氏名の掲載を希望しない
かたは、ペンネームも忘れずにお書き添
えください。

１月18日号の当選者(敬称略)

前回のクイズの答え
Q１＝11 Q２＝合格
当選者u金のなる木(河辺)、さざんか(新
屋)、CHIKA(仁井田)、はぎさん(将軍野)、
ハルハル(泉)、ひとり歩き大好き(新屋)、
ふみくん(飯島)、保坂久治(土崎港)、みみ
まま(将軍野)、レオ(飯島)

＊応募総数138件のうち、正解は137件。

フィジーチームの秋田市での事
前合宿は９月何日から？

Ｑ
１

｢祝福芸を伝える｣、秋田●歳継
承会。●に入る漢字は？

Ｑ
２

No.318

ご希望のかたに｢声の広報｣を郵送します

視覚障がい者で希望するかたに、広報あきたを朗読し
録音した｢声の広報(CD)｣を、月２回無料で郵送します。
詳しくは広報広聴課へ。☎(888)5471･FAX(888)5472

なお、視覚障害２級以上で学齢児(おおむね小学生)以
上のかたを対象に、視覚障がい者用CD再生機を１割負担
(非課税世帯は無料)で購入できる制度もあります。制度
について、詳しくは障がい福祉課へ。

☎(888)5663･FAX(888)5664

｢如斯亭庭園ひな祭り
展｣に取材へ。昨年は７
段飾り、今年は横に広く
し て の ３ 段 飾 り に し
て、より近くでひな人形

をご覧いただけるようにしたとのこと。
撮影後、ひな壇の前に正座して、古き人

形たちを眺めていると、想像がふくらんで
昔にタイムスリップしそうに…。んっ!?
そういえば娘からのお願いが！ 現実に戻
り、その夜急いで、わが家でもおひな様を
飾り付けました(伊藤)

担
当
か
ら
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各
家
々
を
訪
問
し
、
掛
け
合
い
万
歳

を
披
露
し
な
が
ら
、
そ
の
家
を
讃�

�

え
、

家
族
の
長
寿
を
祝
う
｢秋
田
万
歳
｣は
、

正
月
の
風
物
詩
と
し
て
、
秋
田
に
根
付

い
た
民
俗
芸
能
の
一
つ
で
し
た
。

太
夫

�

�

�

と
才�

�

蔵�
�

と
呼
ば
れ
る
二
人
が
繰

り
広
げ
る
秋
田
弁
の
や
り
と
り
は
、
と

き
に
軽
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
よ
う
に
も

聞
こ
え
、
そ
の
場
に
い
る
人
の
気
持
ち

を
和�

�

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

披
露
す
る
演
目
は
儀
式
万
歳
、
噺�

�
�

万
歳
を
中
心

に
、
そ
の
内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、
１

月
19
日
の
鑑
賞
会
で
も
、
｢双
六
万
歳
｣｢御
国
万
歳
｣

｢御
江
戸
万
歳
｣な
ど
の
ほ
か
、
才
蔵
の
手
振
り
身
振

り
が
コ
ミ
カ
ル
な
、
｢つ
っ
つ
く
舞
｣｢ば
ん
ば
舞
｣が

会
場
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
田
万
歳
継
承
会
会
長
の
平
川
金
一
さ
ん
は
、

｢地
域
が
限
定
さ
れ
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
喜

ば
れ
た
の
が
か
つ
て
の
秋
田
万
歳
の
い
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
こ
う
し
て
継
承
し
て
き
て
、
若

い
人
に
は
、
噺
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
昔
話
で
、

地
域
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
、
ま

た
、
年
配
の
人
に
は
、
今
も
秋
田
万
歳
が
続
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
当
時
を
懐

か
し
む
機
会
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
｣と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

継
承
会
は
現
在
11
人
で
、
月
２
回
、
明
徳
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
平
川
さ
ん
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
☎
(８
３
３
)３
１
６
１

◆
10
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
１
月
19
日
に
旧
金
子
家
住
宅
で

行
わ
れ
た
｢春
を
言�

�

祝�

ぐ
祝
福
芸
の
鑑
賞
会
〜
秋
田
万

歳
の
風
景
を
読
み
解
く
〜
｣で
の
様
子

秋
田
万
歳
継
承
会

こ
の
日
出
演
し
た
秋
田
万
歳
継
承
会
の
み
な
さ
ん
。

後
列
右
が
平
川
会
長

始
め
る
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

文
化
、
歴
史
、
伝
統
芸
能
、

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
さ
ら
に
興
味
が
湧
き

誰
か
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
ま
す
。

そ
の
思
い
を
大
切
に
、

自
分
磨
き
と
し
て
、
ま
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

活
動
を
続
け
る
み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ミニ
特集
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油
谷
滿
夫
さ
ん
が
収
集
し
た
民
俗
資
料
の

う
ち
、
約
20
万
点
を
展
示
し
て
い
る
｢油
谷

こ
れ
く
し
ょ
ん
｣。
そ
の
内
容
は
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
と
幅
広
く
、
懐
か
し

い
貴
重
な
品
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
ご

と
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

油
谷
さ
ん
が
｢誰
か
が
残
さ
な
い
と
｣と
い
う
思

い
を
抱
い
た
き
っ
か
け
は
、
若
い
頃
目
に
し
た
使
い

古
し
の
民
具
や
農
具
。
｢新
し
い
道
具
が
ど
ん
ど
ん

作
ら
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
の
モ
ノ
を
大
事
に

残
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
｣と
感
じ
、
そ
れ

以
降
、
収
集
の
ジ
ャ
ン
ル
も
増
え
た
の
だ
と
か
。

集
め
た
品
を
展
示
し
た
館
内
は
、
例
え
る
な
ら
｢モ

ノ
が
心
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
世
界
。
時
に
自
分
と

の
対
話
に
、
時
に
友
人
や
家
族
と
の
思
い
出
話
の
き

っ
か
け
に
も
な
る
か
な
｣と
微
笑

�

�

�

む
油
谷
さ
ん
で
す

が
、
85
歳
に
な
る
今
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
思
い
は

熱
く
、
｢決
し
­て
金
勘�

�

定�
�
�

で
は
得
ら
れ
な
い
価
値
あ
る

モ
ノ
、
私
が
集
め
て
い
る
の
は
〝
庶
民
の
歴
史
〟
で

す
｣と
使
命
感
に
溢�

�

れ
た
一
言
が
印
象
的
で
し
た
。

平
成
10
年
に
発
足
し
、
古
代
秋
田
城
の
魅
力
を
伝

え
て
き
た
｢秋
田
城
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
｣が
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

｢活
動
が
続
け
ら
れ
た
の
も
、
歴
史
に
興
味
が
あ

り
、
そ
し
て
人
と
の
会
話
が
好
き
な
会
員
の
み
な
さ

ん
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
ず
は
そ

れ
に
感
謝
し
ま
す
｣と
話
す
の
は
鈴
木
要
三
会
長
。
会

員
は
現
在
45
人
で
す
が
、
高
齢
化
も
否�

�

め
な
い
こ
と

か
ら
、
｢会
員
数
を
50
人
程
度
で
維
持
し
な
が
ら
、
今

後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
の
が
課
題
｣と
、
20
周
年

の
節
目
に
、
そ
の
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
前
を
見
据
え
て
い
る
様
子
で
し
た
。

そ
ん
な
鈴
木
会
長
に
、
案
内
を
し
て
い
て
や
り
が

い
を
感
じ
る
と
き
を
伺
う
と
、
｢私
た
ち
の
説
明
で
、

古
代
秋
田
城
を
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
驚
い
た

り
、
感
動
し
た
り
す
る
表
情
を
見
る
の
が
何
よ
り
う

れ
し
い
で
す
｣と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

史
跡
案
内
は
４
月
か
ら
11
月
ま
で
。
会
員
に
な

る
に
は
、
講
座
(年
２
回
)の
修
了
が
必
須
で
す
。
詳

し
く
は
、
秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
☎
(８
４
５
)１
８
３
７

創
立
20
周
年
記
念
誌
は
、
秋
田
城

跡
歴
史
資
料
館
、
ほ
く
と
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
土
崎
図
書
館
、
県
立
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す

秋
田
城
跡
外
郭
東
門

記
念
誌
を
手
に
す
る
鈴
木
会
長

油�
�
�

谷�

こ
れ
く
し
ょ
ん

秋田城跡
ボランティアガイドの会
秋田城跡
ボランティアガイドの会

映画がテーマのコーナー

館内にたたずむ油谷さん

案内している様子

いにしえ

思い出のLPレコードも！

油
谷
こ
れ
く
し
ょ
ん
(旧
金
足
東
小
学
校
)…
見
学
無
料

開
館
時
間
▼

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

休
館
日
▼

月
･火
曜
(祝
日
の
場
合
は
開
館
し
ま
す
)

＊
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
２
月
28
日
(木)
ま
で
休
館
中
。

◆
収
蔵
品
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
(８
９
３
)４
９
８
１



日時u２月23日(土)9:00〜17:00(面
接は20分程度)　
申込u秋田市版ネウボラ(子ども健康
課内)☎(883)1175

｢落ち着きがない｣｢集団行動が苦手｣
など、お子さんへの関わり方に迷われ
ているかたの相談に、臨床心理士が応
じます(１人１時間程)。
対象u３歳児健診を終えた就学前のお
子さんがいる保護者　日時u３月４日
(月)13:30〜16:30　先着u３人
申込u３月１日(金)まで子ども健康課

☎(883)1174

太字の( )内は対象。問い合わせ先の◎
は、各地区の主任児童委員さんの印。
■ほっと広場(０〜５歳)
２月25日(月)、３月11日(月)、10:00
〜11:30、広面児童館で。保険料１
家族各50円。問uHOTの会の堀江さ
ん☎(837)0584
■しゃぼんだま広場(就学前)
３月１日(金)10:00〜11:30、四ツ小

屋児童センターで。
問u◎伊藤さん☎090-9742-6340
■すこやか広場あらやっこ(就園前)　
３月１日(金)10:00〜11:30、日新児
童館で。
問u◎渡部さん☎(828)3649
■ほっぺの会(就園前)
３月５日(火)9:45〜11:30、仁井田児
童館で。保険料１家族50円。
問u◎内出さん☎090-1666-6349
■泉のすこやか学級(就園前)
３月５日(火)10:00〜11:30、泉児童
センターで。年会費500円。
申込u◎柴田さん☎090-7668-7217
■チャイルド中通(就園前)　
３ 月 ５ 日 (火 )･12日 (火 )、10:00〜
11:30、中通児童館で。問u◎高橋さ
ん☎090-2982-0427(17:00〜)
■このゆびとまれ！(就園前)
３月５日(火)10:00〜12:00、明徳児
童センターで。
問u◎田中さん☎080-8218-0929
■子育てサロンわくわく(就園前)
３月８日(金)10:00〜11:30、土崎南
児童センターで。
問u◎近江谷さん☎(846)6114

■さくらっこクラブ(就園前)
３月８日(金)10:00〜12:00、桜児童
センターで。
問u◎西川さん☎(835)5347

………………………………………

■子育てママの家計簿塾(入門編)　
２ 月 21日 (木 )･28日 (木 )、３ 月 ７ 日
(木)、10:00〜12:00、秋田友の会(泉
北二丁目４-13)で。家計の基礎につ
いて。参加費各300円。申込u秋田友
の会の田村さん☎090-2984-3290

太字の( )内は園の所在
地とお子さんの対象。
持ち物など、詳しくはお
問い合わせください。
■ナーサリー土崎(土崎港･就園前)
２月20日(水)10:00〜10:45。
申込u☎(845)1571
■はねかわ保育所(下浜･０〜５歳)　
２月21日(木)9:30〜11:00。
申込u☎(879)2139
■日新保育園(新屋町･０〜５歳)
２月28日(木)9:45〜11:00。
問u☎(828)3211

育
児
コ
ー
ナ
ー
！

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。 12

すくすく電話相談室

地域で育児★★

園開放へおいでよ
　　 　　 　　

 

 

 

 

 

 



ラベンダークリームなどの
手作り体験をします。
対象u２〜６か月のお子さ
んがいる母親(アロマ初心者)
日時u３月８日(金)10:00〜11:00
会場u北部市民SC２階和室１　
参加費u500円　先着u４組
申込u２月18日(月)9:30から北部子育
て交流ひろば☎(893)5985

親子のふれあいや乳幼児の健康管理
などを学びます。
対象u勝平地区に住む就園前のお子さ
んと保護者　日時u５月から12月まで
の毎月第２木曜、10:00〜11:30
会場u勝平地区コミュニティセンター
ほか
申込u３月29日(金)まで西部市民SC

☎(826)9004

歯みがきレッスン、歯科衛生
士や栄養士によるお話など。
対象u２〜４月に１歳になる
お子さんと保護者　日時u３月18日
(月)10:00〜11:30　会場u市保健セ
ンター(八橋)　先着u25組
申込u子ども健康課☎(883)1174

幼児期の食事の話、試食、親子体操、
個別相談など。
対象u２歳〜就学前のお子さんと保護者　
日時u３月22日(金)10:00〜12:00　
会場u市保健センター(八橋)
先着u30組(託児も行います)　
申込u２月27日(水)8:30から子ども健
康課☎(883)1174･1175

平日勤務などで、妊娠届の窓口である
｢秋田市版ネウボラ｣(八橋の市保健所
２階)への来所が難しい妊婦さんのた
めに、土曜窓口を開設します(要予
約)。面接した妊婦さんには、お祝い
のプチギフトを進呈します。
妊婦さんの対象u①妊娠届を提出する
かた、②ネウボラ以外で妊娠届を提出
したかた、または転入したかた　開設

笑顔がいいね

乳幼児教育｢わかば学級｣

メディカルアロマ

ネウボラの土曜窓口を開設

歯ッピーバースデイ

ぱくぱく元気教室

食物アレルギーを防ぐため
食品表示を確認しましょう

｢食物アレルギー｣のお

もな症状は、じんま疹･

湿疹などの皮ふ症状や、

下痢･嘔吐･腹痛などの消化器症

状、せき･呼吸困難などの呼吸器

症状などがあります。場合によ

っては、原因食品を食べてから

30分以内にアナフィラキシーシ

ョック(全身発赤、呼吸困難、血

圧低下など)が起こり、重篤な症

状となることもあります。

食物アレルギーを防ぐには、

原因となるアレルゲン(※)を口

に入れないことが基本です。し

かし、加工食品では、商品名や

外観だけでアレルゲンが含まれ

ているか分からない場合もあり

ますので、その際は食品表示を

確認しましょう。

表示義務のないアレルギー物

質もあるほか、原材料として使用

されていなくても、製造工程で同

じ器具を共有することで、アレル

ギー物質が混入することもあり

ます。不安なときは、商品に記載

された製造所やお客様相談室な

どにお問い合わせください。

　

＊卵･乳･小麦･えび･かに･そば･落花
生が微量でも含まれるときは、必
ず表示することになっています。

＊｢原材料名｣｢添加物｣の欄の最後
に、(一部に○○･△△を含む)のよ
うに、アレルゲンがまとめて表示
されている場合もあります。

※食物アレルギーを引き起こす物質。

【食品表示記載例】

問u衛生検査課☎(883)1181

広報あきた　2019(平成31)年２月15日号13

育児コーナー！

１月29日、北部子育て交流ひろ
ばの｢フラダンスでリラックス｣に
おじゃましました。外は吹雪で真
っ白だったけど、ゆ〜っ
たりとしたハワイアンミ
ュージックにのって南国
気分を味わいました♪

各子育て交流ひろばの場所

中央＝市役所２階
東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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２月18日(月)8:30から
保健予防課☎(883)1178

３月13日(水)19:00〜20:50

中央市民サービスセンター
洋室４、多目的ホール(市役所３階)

20歳〜39歳の女性

管理栄養士による体の調子を整えるバランスの
良い食事の大切さなどの講話と、腹筋や骨盤エク
ササイズなどの実技を行います。

＊グラウンドの状況や天候などによ
り、利用開始時期を変更する場合
がありますのでご了承ください。

＊公共施設案内･予約システム(｢公
共･予約システム｣)を利用するには
事前登録が必要です。各施設の窓
口で登録してください。

…開放していない日もありますので、直接各学校へお問い合わせください。
・個人利用…４〜11月までの毎週水曜に開放します。利用時間は、グラウンドが

6:00〜7:30、体育館が19:00〜21:00です。小･中学生だけでの利用はできません
・団体(10人以上)利用…団体登録が必要です。詳しくは、各小学校へお問い合わせください

小学校の
グラウンド
体育館を
無料開放

  

　

  

  

  

  

  

　

  

  

  

  

申し
込み

スポーツ振興課☎(888)5611

冬季休館していた施設が

オープンします！

ぜひご利用ください！

会場

日時

対象
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【申し込み】代表者氏名と電話番号、参加人数を、電話またはEメールで長寿福祉
課へお知らせください。☎(888)5666　Eメール ro-wflg@city.akita.akita.jp

エイジフレンドリーパートナー研修会

日時 ３月３日(日)14:00〜15:30 会場 にぎわい交流館２階展示ホール

講師は、㈱インサイトテック代表取締役社長の伊藤友博さん。

同社が運営する｢不満買取センター｣に日々寄せられる生活者の不

満の声をAI(人工知能)で解析し、企業や社会の多様な課題解決に

つなげる仕組みについて紹介します。また、生活者の声に基づき

新商品開発につなげた事例についてもお話します。

伊藤友博さん

不満買取センター×AIで生活者の本音をイノベーションの種に

〜みんなで紡
� �

GO！ 
市民活DO！ 

やってみたらDO！〜

問い合わせ 市民交流サロン☎(887)5312

市民活動について、広く知ってもらうイベントです。
NPO･ボランティア団体による展示、PRブースや飲食ブー
スが出ます。キッズダンス、ハンドベル演奏やコーラス、
ミュージカル、活動発表(プレゼンテーション)などのステ
ージも！ ぜひお越しください！

会場

日時 ３月３日(日)10:00〜14:30

問い合わせ 秋田日米協会☎(828)1161

uフラダンス、ウクレレ演奏のステージ
uハワイ関連グッズや食品の販売
uハワイアンスタンプでオリジナルグッズ作り
u｢チャリティ･フラワー募金｣として、500円以上募金して
いただいたかたにお花をプレゼント(数量限定)。募金は東
日本大震災の復興のために寄付します

会場 アルヴェ１階きらめき広場

日時 ２月24日(日)
10:00〜17:00

A
�

LO
�

HA
�

秋田第６回

その⑥

秋田市への移住に役立つ情報コーナー
■■■企画調整課☎(888)5487■■■

申し込み

代表者氏名･住所･連絡先･Ｅメールア
ドレスと参加人数を、FAXかEメール
で、３月18日(月)まで企画調整課移住
促進担当へ。FAX(888)5463　
Eメール ro-plmn@city.akita.akita.jp

３月23日(土)12:00〜15:00

大人(高校生以上)3,000円
子ども(小学３年生以上)500円

ミュージックバーポルト(大町)

秋田市へ移住
したかた、これか
ら移住希望のか
たが対象です。

秋田市の地域
おこし協力隊員であり、日本バーベ
キュー協会上級インストラクターで
もある伊藤智博隊員が、秋田市産食
材を使ったバーベキューでおもてな
し♪ ぜひご参加ください！

日時

会場

参加費

移住者
交流会
を開催

お
待
ち

し
て
ま
す
！

アルヴェ１階きらめき広場
＆２階多目的ホール

市民活動フェスタ2019

！



■こころの健康づくり相談会　
つらいこと、苦しいことをお話し
ください。産業カウンセラーが相
談に応じます。日時u３月２日(土)
13:00〜16:00　会場uアトリオ
ン(当日は６階で受け付け)　
申込u日本産業カウンセラー協会
東北支部秋田県運営部の阿部さん

☎080-1694-0764

会場はサンライフ秋田。
申し込みは、２月16日
(土)10:00からサンライフ
秋田へ。☎(863)1391
①心と身体を変えるピラティス
対象u19歳以上の女性　
日時u３月１日(金)から22日(金)ま
での毎週金曜、13:00〜14:15　
参加費u3,850円　定員u15人
②気になるお腹

� �

をへこます教室
対象u19歳以上の女性　
日時u３月１日(金)から22日(金)ま
での毎週金曜、18:30〜19:45
参加費u3,850円　定員u15人
③アクアリラックス(水中の軽運動)
対象u19歳以上のかた
日時u３月１日(金)から22日(金)ま
での毎週金曜、9:15〜10:30
参加費u3,090円　定員u25人

④火曜日のピラティス　
対象u19歳以上の女性　
日時u３月５日(火)から26日(火)ま
での毎週火曜、13:30〜14:45　
参加費u3,850円　定員u15人

｢肝臓疾患｣をテーマにした医師に
よる講話と医療相談会。
日時u２月22日(金)15:00〜16:10
会場u西部市民SC３階大会議室　
問u市立病院医事課☎(823)4171

B型肝炎の最新治療や、慢性肝炎･
肝硬変患者さんの日常生活の注意
点、体験談など。
日時u３月５日(火)13:30〜14:45
会場u市立病院２階講堂
問u市立病院医事課☎(823)4171

日時u３月11日(月)9:30〜16:30
(１人50分程度。内容により対応
できない場合があります)　
会場u市保健所(八橋)　先着u５人　
申込u２月18日(月)8:30から保健
予防課☎(883)1178

｢秋田の食と健康｣をテーマにした
基調講演とパネルディスカッショ
ン。手話通訳があります。日時u

３月17日(日)13:00〜16:00
会場u秋田ビューホテル４階　
    先着u280人　
問u秋田市医師会☎(865)0252

■秋田県アレルギー市民公開講座
｢アレルギー患者と医療者の相互理
解を目指して〜アレルギー正しく
知って上手に付き合おう〜｣
患者さんの経験談や医師による講
話など。日時u３月２日(土)14:00
〜16:00　会場u中央シルバーエ
リア(御所野)１階多目的ホール
問u秋田大学医学部総合診療･検査
診断学講座☎(884)6209
■耳の日市民公開講座
｢耳｣をテーマに耳鼻咽喉科の医師
や言語聴覚士の講話と相談会。
日時u３月３日(日)13:00〜　
会場uにぎわい交流館4階研修室１
問u日本耳鼻咽喉科学会秋田県地
方部会☎(884)6171
■リンパ浮腫について話そう！
対象uリンパ浮腫でお悩みのかた
とその家族 日時u３月10日(日)。
足のリンパ浮腫について＝10:00
〜12:00、腕のリンパ浮腫につい
て＝13:30〜15:30　会場u秋田
大学医学系研究棟１階暮らしの保
健室　飲み物代u100円　定員u各
15人　申込u３月９日(土)まで治療
スペースしずく☎(874)9694

＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 16

健　康

第41回｢医療を考えるつどい｣

市立病院＆あらや｢健康セミナー｣

サンライフの教室 肝臓教室

みんなの掲示板③

栄養士による食生活相談

【申し込み】２月18日(月)から電話、FAX、Eメールの
いずれかで、氏名、電話番号を健康管理課へお知らせ
ください。☎(883)1180･FAX(883)1158

Eメール ro-hlhm@city.akita.akita.jp

日時 ３月14日(木)13:30〜16:00

会場 パーティーギャラリーイヤタカ(中通)

ながおか心のクリニックの中垣内正和院長による

基調講演｢若者のこころに寄り添う大人の関わり方｣

と、参加者との意見交換会を行います。先着100人。

【申し込み】健康管理課☎(883)1180

日時 ３月15日(金)13:30〜15:00

会場

健康運動指導士の関村幸子さんが、実

技指導を行います。定員30人。持ち物

は、飲み物とバスタオル。

市保健所大会議室(八橋)

こころとからだをほぐす
〜呼吸法やストレッチで

セルフメンテナンス〜



保存期限が過ぎた雑誌(｢音楽の
友｣｢世界｣｢特選街｣｢ブルータス｣
｢文学界｣など)を無料で差し上げ
ます。本を入れる袋を持って、直
接各図書館へお越しください。
ほくとライブラリー雄和図書館
u３月２日(土)10:00〜12:00。
１人５冊まで。☎(886)2853

ほくとライブラリー明徳館河辺分館
u３月３日(日)10:00〜12:00。
１人５冊まで。☎(881)1202

ほくとライブラリー明徳館
u３月９日(土)9:00〜14:00。
１人７冊まで。☎(832)9220

秋田西中学校グラウンドに隣接す
る西部地域運動広場の、４〜７月
の団体利用申請を受け付けます。
申込u西部地域住民自治協議会(西
部市民SC内１階)にある申請用紙
に記入の上、３月７日(木)までに同
協議会へ。☎(828)4217

目の不自由なかたや地域の高齢者
など、幅広い世代のみなさんに朗
読を楽しんでもらいます。｢あら
しのよるに･続編｣｢おかあさん｣

｢蜜柑｣ほか。日時u３月２日(土)13:30
〜15:30　会場･問uほくとライブラ
リー土崎図書館☎(845)0572

■介護者のつどい　寝たきりや認
知症のかたなどを介護する上での
悩みや思いを話し合います。
日時u２月22日(金)、３月４日(月)、
13:30〜15:00　
会場u市保健センター(八橋)　
問uつどい代表の小野さん

☎090-9037-4482
■傾聴サロン 話す機会が少ない
かたの話に親身に耳を傾けます。
日時u２月28日(木)10:00〜16:00
会場u中央市民SC(市役所３階)　
問uダンボの会の伊藤さん

☎(862)2959
■若者の語り場　対象u39歳以下
のかた　日時u   ３月９日(土)15:00
〜17:00　会場u中央市民SC洋室
２(市役所３階) 参加費u500円　
問uNPO目的のある旅の    草野さん

☎080-3088-7506

■ JICA海外協力隊募集　
開発途上国で技術や経験を活かし
てボランティアとして活動しませ
んか。申込締切は４月３日(水)。詳
しくはお問い合わせいただくか、
ホームページをご覧ください。
https://www.jica.go.jp/tohoku
問uJICA東北☎022-223-4772

■防衛省採用試験　
募集種目は予備自衛官補(一般と
技能)。対象u一般＝18歳以上34
歳未満のかた、技能＝18歳以上で
国家資格があるかた　
申込u締め切りは４月12日(金)。詳
しくは、自衛隊秋田募集案内所へ
お問い合わせください。

☎(864)4929
■自動車の登録手続きはお早めに
年度末になると、運輸支局の自動
車検査･登録窓口が大変混み合い
ます。自動車の諸手続きは、比較
的混雑の少ない３月上旬ころまで
に手続きをお願いします。
問u東北運輸局秋田運輸支局

☎050-5540-2012
■相続セミナー･相談会　
日時u２月23日(土)。①相続セミナ
ー＝13:00〜14:30、②相談会＝
13:00〜16:00　会場u文化会館
４階、①は第５会議室、②は第６
会議室　問u秋田県司法書士会

☎(824)0187
■公共職業訓練生を募集　テキス
ト代などは実費です。対象uハロ
ーワークに求職申込をし、新たな
技術を身に付けて再就職を希望す
るかた　訓練期間u５月８日(水)か
ら６か月 会場uポリテクセンタ
ー秋田(潟上市)　訓練科目と定員u

金属加工技術(10人)、住宅リフォ
ームデザイン(15人) 申込u３月
１日(金)から29日(金)まで、ポリテ
クセンター秋田☎(873)3178

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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図書館の雑誌リサイクル

みんなの掲示板②

朗読ボランティアはまなす 朗読のつどい

西部地域運動広場の利用申請

u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

案　内

  

市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
の

無
料
相
談

当日直接、市役所１階の市
民相談センターへどうぞ。
先着順(15:30で受付終了)

市民相談センター

行政書士

公証人・遺言

行　政

相談の種類 相談日時 申し込み相談場所

市民相談センター
人権・困りごと

２／19(火)8:30から、
市役所１階の市民相談セン
ターの窓口か電話でご予約
ください。☎(888)5646

＊「要予約」の相談利用は、同一年
度内に１人各１回までです。

３／13(水) 13:00〜16:00

３／14(木   ) 13:00〜16:00

予
約
不
要

定
員
各
６
人

３／ １(金) 13:00〜16:00

年金･社保 ３／ ８(金) 13:00〜16:00

３／19(火) 09:00〜12:00

市民相談センター

法　律
３／ ７(木)･20(水)･28(木)

３／14(木) 09:00〜12:00

市民相談センター09:00〜12:00

西部市民SC

司法書士
３／12(火)･26(火)

13:00〜16:00

要
予
約

定
員
各
６
人

思いを語り合いませんか



ラスごとに対戦します。日時u３
月10日(日)9:00〜17:00　会場u

下新城交流センター(旧北部公民
館) 参加費u500円　先着u40人
申込u２月19日(火)9:00から北部
市民SC☎(893)5969

共助による地域づくりの実践例に
ついて話します。
日時u２月23日(土)10:00〜12:00
会場u東部市民SC 定員u50人　
申込u東部地域づくり協議会

☎(853)1683

｢郷土秋田を描く〜版画家 勝平得
之の生涯〜｣と題し、市文化振興
課職員がお話します。日時u３月
７日(木)13:30〜15:00　会場uに

ぎわい交流館３階多目的ホール　
定員u300人　申込u３月１日(金)
まで、秋田県芸術文化協会へ電話
またはFAXで、氏名、電話番号を
お知らせください。

☎･FAX(835)3193

■こどものためのミュージカル
｢あきたの四季｣　聖霊女子短期大
学学生が、秋田の自然や歴史･文
化を歌と踊りで披露します。
日時u２月23日(土)14:00〜
会場u文化会館
問u聖霊女子短大☎(845)4111　
■NPブラスオルケスタ定期演奏会
日時u２月24日(日)13:30〜
会場u文化会館
入場料u300円(高校生以下無料)
問u西田さん☎090-7073-2631　

■聖園学園短期大学アンサンブル
フェスティバル 卒業研究演奏や
アンサンブルコンテストなど。
日時u２月28日(木)18:30〜21:30
会場uアトリオン音楽ホール　
問u聖園学園短大☎(862)0337　
■あきたアートクラフト市
全国の職人の作品展示･即売会。
日 時 u３ 月 ２ 日 (土 )･３ 日 (日 )、
10:00〜16:00　会場uさきがけ
ホール(秋田魁新報社１階) 問u秋
田アートクラフト市実行委員会の
岩間さん☎080-1833-0286
■秋田大学ウインターコンサート
｢あずあずトロンボーンカルテッ
トミニコンサート｣　
日時u３月２日(土)14:00〜
会場u秋田大学手形キャンパス イ
ンフォメーションセンター　
問u秋田大学広報課☎(889)2931　

18＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

まちづくり講演会 みんなの掲示板①

美大･金 教授の研究発表。あらゆる制作活動に共通す
る造形要素(形態･色彩など)を抽出し、非現実への抽象的
表現を展開した成果を、ぜひ会場でご覧ください。

NPO法人アーツセンターあきた☎(888)8137

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

３月13日(水)u27日(水) 10:00〜18:50
(最終日は16:00まで)

美大サテライトセンター(フォンテAKITA６階)

金
� �

孝
� �

卿
���

展　Constructive Art

テンペラ画を描いてみよう

【申し込み】２月18日(月)9:30から
千秋美術館☎(836)7860

テンペラとは、卵に水と顔料を

混ぜた絵の具を使って描くヨー

ロッパの古典的技法です。当日

は、金箔貼りと刻印打ちも施し、

ミニイコン(聖像)を制作します。

講師は洋画家の梅津 薫さん。

日時 ３月16日(土)14:00〜16:30

会場 千秋美術館３階講堂

材料費500円／先着20人

ガラスアート教室

【申し込み】２月19日(火)16:00から
自然科学学習館☎(887)5330

大人のかたもどうぞ。ガラスの皿に模様を彫り、オ

リジナルの皿を作ります。彫りたいイラスト(５㎝×

５㎝)をお持ちになってもOKです。

日時
と

皿の形

３月２日(土)
10:30〜11:30＝星形
13:00〜14:00＝丸形
14:30〜15:30＝星形

会場 アルヴェ４階自然科学学習館

対象は小学４年生以上／参加無料／先着各12人

秋田県芸術文化振興大会

日時

会場

ポ
ス
タ
ー

入場
無料

16世紀クレタイコン
に基づく



｢いちご大福｣｢おひな様三色まん
じゅう｣を作ります。
日時u３月２日(土)10:00〜11:30
会場u雄和市民SC
材料費u600円　先着u16人
申込u２月18日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

日時u３月７日(木)10:00〜11:30
会場u雄和市民SC
材料費u800円　先着u８人　
申込u２月18日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

卸売市場の仲卸業者か
ら、魚のさばき方や料
理などを教わります。
対象u18歳以上(お子さん連れは不
可)　日時u３月23日(土)10:00〜
13:00　会場u卸売市場(外旭川)　
受講料u1,000円　定員(抽選)u16
人　申込uはがきに、講座名、住
所、氏名、年齢、電話番号を書い
て(はがき１枚につき２人まで)、
２月22日(金)まで、〒010-0802
外旭川字待合28 あきた市場マネ
ジメント☎(869)5294

  時間は10:00〜13:00。会場は秋
田テルサ。申し込みは２月18日
(月)10:00から。☎(826)1800
(開催日、参加費、定員の順で記載)
①押し寿司･帆立味噌マヨ･煮物
３月１日(金)、1,800円、16人　
②男子厨房に入る〜揚げたてをご

自宅で！ サクサクカレーパン
３月２日(土)、1,000円、16人　
③春の和菓子(菜の花･草大福)
３月11日(月)、1,500円、16人　
④ゆるダイエット 糖質制限メニ
ュー(野菜･大豆粉を中心に)
３月13日(水)、1,800円、16人　
⑤秋田の巻き寿司(椿の花、桜の木)
３月15日(金)、1,800円、16人
⑥アサリの白ワイン蒸し･牛肉の
赤ワインマリネソテー
３月18日(月)、1,800円、16人　
⑦春色メロンパンと蒸しケーキ
３月20日(水)、1,800円、12人
⑧男子厨房に入る〜ごちそう洋食･
ミートソーススパゲティ
３月24日(日)、1,000円、16人

子どもの能力を引き出すコツや、
子どもの自発性を伸ばす親の関わ
り方を学びます。
対象u小・中学生の保護者
日時u３月９日(土)14:00〜15:30　
会場u中央市民SC洋室４(市役所３
階) 先着u20人　
申込u２月18日(月)8:30から生涯
学習室☎(888)5810

ルールや送球方法を学びます。
日時u３月５日(火)13:30〜15:30
会場u西部市民SC１階多目的ホー
ル　先着u30人　申込u２月19日
(火)9:00から西部市民SC

☎(828)4217(平日)

リサイクル瓶を電気炉で変形させ
て、花瓶や小物入れを作ります。
日時u３月４日(月)9:30〜11:30　
会場u雄和市民SC 先着u８人
申込u２月18日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

常陸時代の佐竹氏
と久保田転封、久
保田城の立地と構
造、遺構、近世秋
田の藩政などを学びます。
日時u３月７日(木)･12日(火)･14日
(木)、10:00〜12:00
会場uほくとライブラリー明徳館　
資料代u1,000円　先着u30人
申込u２月18日(月)から28日(木)ま
で佐竹史料館☎(832)7892

心肺蘇生法、AEDの使い方を学び
ます。対象u中学生以上
日時u３月３日(日)9:00〜18:00
会場u土崎消防署 先着u20人　
申込u２月18日(月)から土崎消防署

☎(845)0285

史跡地蔵田遺跡｢弥生っこ村｣の概
要を紹介します。
会期u２月26日(火)から３月15日
(金)まで(土曜を除く)　会場u秋田
銀行御所野ニュータウン支店
問u文化振興課☎(888)5607

旧河辺農林漁業資料館の所蔵資料
のうち、漁業に用いた昔の道具な
どを展示します。
会期u２月27日(水)から３月13日
(水)までの平日　
会場u河辺市民SC１階ホール　
問u文化振興課☎(888)5607

三段以上、二段･初段、級位の各ク
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講　座

お魚屋さんのさばき方教室

秋田テルサの料理教室

おひな様のお菓子作り

久保田城の歴史入門講座

子どもの可能性を伸ばすには？

ガラスボトルクラフト教室

上級救命講習会

フロアカーリング初心者教室

そば作りに挑戦！

下新城交流センター囲碁大会

催　し
地蔵田遺跡パネル展

昔の漁業道具を展示

｢言
� �

祝
�

ぐ｣は｢寿ぐ｣とも書きます。まさに言葉で祝うという意味がピッタリの
秋田万歳。表紙の写真は、才蔵がリズミカルな秋田弁にのせてユーモラスに踊
る様子ですが、これだけで何だか幸せな気持ちになりますね。



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号 ☎018(888)5471　■この冊子は単価１部20.196円です

デンマーク･デザイン

千秋美術館開館30周年記念･
AKT秋田テレビ開局50周年記念

４月20日(土)u６月９日(日)会期

近年人気を集める北欧デザインの中でも、数々の巨匠を生
み出し続けるデザイン大国デンマーク。とりわけ第二次世界
大戦後の｢ミッド･センチュリー(20世紀中頃)｣には、ヤコブセ
ン、ウェグナーなどのデザイナーたちが、デザイン史に名を残
す数多くの優品を作り出しました。そのシンプルな美しさと
機能性、技術力に支えられた高いクオリティは、現代に至るま
で、デンマークのデザインの大きな特徴をなしています。

本展では、デンマーク･デザイン博物館の学術協力のもと、
19世紀後半からミッド･センチュリーを経て現在に至る、家
具類、食器類、照明器具、日用品などを一堂に展示します。

千秋美術館☎(836)7860

千秋美術館企画展

【前売券販売所】
千秋美術館、caoca広場、さきがけニュースカフェ、
県庁売店、ローソンチケット(Lコード：21743)

一般1,000円(800円)/大学生800円(640円)
高校生以下無料 ( )内は前売料金■

観
覧
料
■

①ハンス･ヴィーイナ[ウェグナー] 椅子 JH550〈ピーコックチェア〉
1947年 ヨハネス･ハンスン 個人蔵　photo:Michael Whiteway

②ポウル･ヘニングスン ペンダント･ランプ〈PHアーティチョーク〉
1957年 ルイスポールセン 個人蔵　photo:Michael Whiteway

③ピア･リュトケン ベース、ピッチャー〈カーナビ〉
1968年 ホルメゴー･グラスワークス 個人蔵　photo:Michael Whiteway
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